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１） 事業所名 安田建物管理株式会社

　　代表者氏名 代表取締役　安田　進

２）　所在地 本　社　　　 〒812-0007　福岡県福岡市博多区東比恵3丁目5-3

熊本営業所 〒860-0004　熊本市中央区新町4-9-19-201

粕屋営業所 〒811-2314　糟屋郡粕屋町若宮1-3-12 1F

３）　環境管理責任者 所属/役職 安田　拓司（社長室　室長）

　　　担当者 所属/役職 菅原　吉則（総務部長）

　　　連絡先 TEL　092-441-7951　　FAX　092-441-7959

４）　事業の内容 １．ビルメンテナンス業

２．マンション管理業

３．病院患者給食事業

４．不動産管理業

５）　事業の規模

社員数　293 名（令和5年3月31日現在）

　（パート従業員数は正社員換算を行った）

６）　事業年度 4月～翌年3月

２．認証・登録の対象範囲

　　上記の全組織及び全活動

　　　1)　対象事業所 本社

熊本営業所

粕屋営業所

　　　2)　事業活動 上記の事業内容

1.　組織の概要

資本金　3,000万円
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基本理念
　安田建物管理株式会社は、事業活動であるビルメンテナンス業・マンション管理

業･病院患者給食事業・不動産管理業を通じて、地域住民に快適な環境を提供し、

併せて環境経営の継続的改善を行い環境負荷の低減に努めることにより、地域

社会に貢献し、持続可能な世界の実現を目指します。

行動指針
１．事業活動において下記の項目を重点項目として取り組みます.

　　①　電力、燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　　②　廃棄物排出量の削減、廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進

　　③　水使用量の削減　

　　④　地域貢献活動の推進

　　⑤　キャリアアップ制度の充実

２．顧客ニーズの多様化への対応

　　　当社の事業活動における管理物件に対して、環境負荷削減の提案を行い、

　　省資源・省エネの推進を図って参ります。

３．環境関連法規制等の順守

　　　当社の事業活動に関連する法規等を順守し、環境保全に努めます。

４．社員への周知徹底

　　　この環境経営方針を当社の全社員に周知徹底させると共に、環境保全の重要

　　及び必要性を強く認識し、環境保全活動に取り組みます。
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環境経営方針

制定　平成30年 1月20日

改定　令和 4年 4月  1日

安田建物管理株式会社

代表取締役　安田　　進



4．環境経営目標（令和4年度～令和7年度）

基準年度

R3年4月～
R4年3月

R4年4月～
R5年3月

ｋｇ‐ＣＯ２ 134,553 133,207

①　電気使用量の削減（本社） ｋＷｈ 57,310 56,737

②　電気使用量の削減
     （粕屋営業所）

ｋＷｈ 1,181 1,169

③  電気使用量の削減
    （熊本営業所）

ｋＷｈ 5,587 5,531

④  ガソリン使用量の削減（本
社）

L 43,780 43,342

⑤　灯油使用量の削減（本社） L 319 316

ｋｇ

①本社 ｋｇ 1,479 1,464

②熊本営業所 ｋｇ 150 149

㎥

①本社 ㎥ 265 262

②熊本営業所 ㎥ 36 36

①子育て応援宣言企業

②飲酒運転撲滅宣言活動

③福岡県エコ事業所

④おもてなし規格認証登録

⑤みんなで防犯応援隊

⑥福岡県介護応援宣言企業

①主要事業に係る国家資格等の
資格取得奨励

件 5 5

②関連業務に関する講習の受講 件 10 10

備考

１．二酸化炭素排出量の削減（全社） 131,862 130,516 129,171

環境目標 単位

目　標

令和3年度
令和4年度
（1％削減）

令和5度
（2％削減）

令和6年度
（3％削減）

令和7年度
（4％削減）

R5年4月～
R6年3月

56,164 55,591 55,018

R6年4月～
R7年3月

R7年4月～
R8年3月

1,157 1,146 1,134

5,475 5,419 5,364

42,904 42,467 42,029

313 309 306

2．一般廃棄物排出量の削減（全社）

1,449 1,435 1,420

147 146 144

3．水使用量の削減（全社）

１．購入電力の二酸化炭素調整後排出係数は次のとおりとした。

35 35 35

4．地域貢献活動の推進（本社）・・・社会貢献活動事
業者登録の推進

取組内容

10 10

電気使用量の削減、自動車燃料の削減等、地球温暖化対策への取組

お客様のニーズ・事前期待を見定め、応えるための積極的な情報コミュニケーションの取組・仕組み
づくりをはじめとするサービス業務マネジメント認証項目への取り組み

10

260 257 254

3．主要業務に係る国家資格等・・・建築物環境衛生管理技術者、統括管理者、清掃作業監督者、空気環境測定実施者、空調給排水管理監督者、
　　防除作業監督者、貯水槽清掃作業監督者、調理師、栄養士など
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・目標　令和３年度以降の目標における排出係数は、　本社は0.518ｋｇ-ＣＯ２／ｋＷｈ（シン・エナジー　令和１年度調整後排出係数）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業所は0.370ｋｇ-ＣＯ２／ｋＷｈ（九州電力　令和1年度調整後排出係数）　を使用した。

2．産業廃棄物は発生していないので、目標は設定しておりません。

子ども・女性安全安心ネットワークふくおか「コスモスネットワーク」の参加企業として、広報啓発活
動、連絡会議、研修会等を実施し防犯意識向上へ取り組む

仕事と介護の両立を支援するため、勤務時間や雇用形態の変更、代務要員の確保など職場環境を
整える取組

5．キャリアアップ制度の充実（本社）・・・労働環境の改善と技術・知識レベルの向上

5 5 5

通年

取組①：育児休業制度の周知及び取得促進　　取組②：育児休業中の代替要員の確保
取組③：毎週水曜日を「ノー残業デー」とする

飲酒運転撲滅の社内周知徹底（社内報、給与明細封筒へ「飲酒運転は絶対ダメ！」の印字
など）



5．環境経営計画 令和4年度 環境経営計画

1
エアコン設定温度の掲示し、随
時、確認する

2
使用していないパソコン電源を切
る（自動設定）

3
昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

4
エレベーターをなるべく使わずに
階段を使用する

5
照明器具、空調機フィルターの
定期清掃

1
昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

2
照明器具、空調機フィルターの
定期清掃

1
エアコン設定温度の掲示し、随
時、確認する

2
使用していないパソコン電源を切
る（自動設定）

3
昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

4
照明器具、空調機フィルターの
定期清掃

1 アイドリングストップの指導・教育

2
急発進・急加速・急減速の禁止
の指導・教育

3
カーエアコンの適切な使用の指
導・教育

4
使用量・金額のデータ入力及び
情報共有

1 タイマー、温度設定の適正確認

2 定期点検の実施

3
使用量・金額のデータ入力及び
情報共有

1 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

2 排出量の計量

3 コピー用紙裏紙の利用

4
個人識別カードでの、コピー及び
印刷のカウンター履歴管理

電気使用量の削減 熊本営業所

4 ガソリン使用量の削減 本社

１．二酸化炭素排出量の削減（責任者：安田拓司）

取組目標 該当事業所 活動項目

1 電気使用量の削減 本社

２．一般廃棄物排出量の削減（責任者：安田拓司）

取組目標 該当事業所 活動項目

スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

2 電気使用量の削減 粕屋営業所

5 灯油使用量の削減 本社

3

スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月
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1 一般廃棄物排出量の削減 全社



1 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

2 排出量の計量

3 コピー用紙裏紙の利用

３．水使用量の削減(責任者：安田拓司）

本社 1 節水呼びかけ

熊本営業所 2 節水呼びかけ

1 子育て応援宣言企業

2 飲酒運転撲滅宣言企業

3 福岡県エコ事業所

4 おもてなし規格認証登録

5 みんなで防犯応援隊

6 福岡県介護応援宣言企業

1
主要事業に係る国家資格者
等の資格取得奨励

2
関連業務に関する講習の受
講

1
労働環境の改善と技術・
知識レベルの向上

本社

スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1
社会貢献活動事業者登録
の推進

本社

5．キャリアアップ制度の充実（責任者：安田拓司）

取組目標 該当事業所 活動項目

スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 節水活動

4．地域貢献活動の推進（責任者：安田拓司）

取組目標 該当事業所 活動項目

一般廃棄物排出量の削減 全社

取組目標 該当事業所

スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月
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スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

活動項目

２．一般廃棄物排出量の削減（責任者：安田拓司）

取組目標 該当事業所 活動項目

1



６．環境経営計画に基づき実施した取組内容及び実施体制

令和4年度　令和4年4月～令和5年3月

エアコン設定温度の掲示し、随
時、確認する

○ ○ ○ ○

使用していないパソコン電源を切
る（自動設定）

○ ○ ○ ○

昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

○ ○ ○ ○

エレベーターをなるべく使わずに
階段を使用する

○ ○ ○ ○

照明器具、空調機フィルターの定
期清掃

- - ○ -

昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

○ ○ ○ ○

照明器具、空調機フィルターの定
期清掃

- - ○ -

エアコン設定温度の掲示し、随
時、確認する

○ ○ ○ ○

使用していないパソコン電源を切
る（自動設定）

○ ○ ○ ○

昼休み時間の消灯（実施状況の
確認）

○ ○ ○ ○

照明器具、空調機フィルターの定
期清掃

- - ○ -

アイドリングストップの指導・教育 ○ ○ ○ ○

急発進・急加速・急減速の禁止の
指導・教育

○ ○ ○ ○

カーエアコンの適切な使用の指
導・教育

○ ○ ○ ○

使用量・金額のデータ入力及び
情報共有

○ ○ ○ ○

タイマー設定の適正確認 - - ○ ○

定期点検の実施 - - ○ ○

使用量・金額のデータ入力及び
情報共有

○ ○ ○ ○

1～3
月

１．二酸化炭素排出量削減

取組目標 該当事業所 活動項目
4～6
月

7～9
月

10～
12月

写真
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電気使用量の削減 本社

電気使用量の削減 粕屋営業所

電気使用量の削減 熊本営業所

ガソリン使用量の削減 本社

灯油使用量の削減 本社



令和4年度　令和4年4月～令和5年3月

一般廃棄物 全社 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 ○ ○ ○ ○

節水活動（上水） 全社
節水呼びかけの表示および啓蒙
活動

子育て応援宣言企業 ○ ○ ○ ○

飲酒運転撲滅宣言企業 ○ ○ ○ ○

福岡県エコ事業所 ○ ○ ○ ○

おもてなし規格認証登録 ○ ○ ○ ○

みんなで防犯応援隊 ○ ○ ○ ○

福岡県介護応援宣言企業 ○ ○ ○ ○

＜主な国家資格等＞

建築物環境衛生管理技術者

統括管理者、清掃作業監督者

空気環境測定実施者

空調給排水管理監督者

防除作業監督者

貯水槽清掃作業監督者

管理栄養士、マンション管理士

関連業務に関する講習の受講
環境衛生管理、人事総務関連、不
動産管理関連など

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

２．廃棄物排出量削減

○

○

○

労働環境の改善と技
術・知識レベルの向上

本社

３．水使用量削減

４．地域貢献活動の推進

５．キャリアアップ制度の充実

社会貢献活動事業者登
録の推進

本社

主要事業に係る国家資格者等の
資格取得奨励
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○

7～9
月

10～
12月

1～3
月

取組目標 該当事業所 活動項目 写真
4～6
月

排出量の計量

コピー用紙裏紙の利用

○ ○

個人識別カードでのコピー及び印
刷のカウンター履歴管理



部長　
マンション管理課

安田建物管理株式会社
エコアクション21　実施体制図

ビル環境部 営業課

課長　 課長　

フーズ事業部 業務課

部長　 課長　

営業CS事業部

EA21事務局
部長　

課長　

代表者 環境管理責任者 建築設備課

代表取締役 室長　安田　拓司 課長　

代表取締役

・経営の代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。
・環境方針を作成・見直し、従業員に周知する。
・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する。
・環境への取組を実施するための資源（人・もの・資金・情報など）を準備する。
・ＥＡ21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する。
・経営における課題とチャンスを明確にする

安田　進

総務部

EA21委員会
部長　

各部門長

熊本営業所

部長　

粕屋営業所

課長　

所属 役割・責任・権限

環境管理責任者

・ＥＡ21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、　実行し、環境実績を向上させる。
・毎年、環境目標、環境活動計画を作成する。
・3ヶ月に1回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確認・評価する。
・上記の結果を代表者に報告する。
・環境方針以外の環境文章の制改定責任者。

ＥＡ21委員会 ・3ヶ月に1回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する。

ＥＡ21事務局
・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行う
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う
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部門長

・環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する。
・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する。
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する。
・自部門に関連する法規制等を順守する。
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。
・自部門の教育・訓練を実施する。

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。



７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

令和4年度　令和4年4月～令和5年3月

実績

年度合計

全社 kg-CO2 133,207 140,143 6,936 95%
電気使用量減少に伴い、CO2削減効果があっ
たが、ガソリン使用量増加が影響し、結果とし
て目標達成出来なかった。

①電気使用量の削減 本社 ｋＷｈ 56,737 56,709 ▲ 28 100% 節電の意識が高まっていると判断している。

②電気使用量の削減 粕屋営業所 ｋＷｈ 1,169 1,009 ▲ 160 114% 節電の意識が高まっていると判断している。

③電気使用量の削減 熊本営業所 ｋＷｈ 5,531 5,374 ▲ 157 103% 節電の意識が高まっていると判断している。

④ガソリン使用量の
削減

本社 L 43,342 46,470 3,128 93%

使用量の増加の要因として、社用車が1台増
加したことや、新規管理物件の増加及びエリ
ア拡大（遠方地域の管理物件）に伴い巡回距
離数が増えたことが考えられる。

⑤灯油使用量の削減 本社 L 316 240 ▲ 76 124%
気候の変動に左右されると思うが、今年度は
目標達成できた。

実績

年度合計

一般廃棄物 本社 kg 1,464 1,488 24 98%

廃棄物の計量、ごみ分別によるリサイクルの
推進、裏紙としての再利用などの活動している
が、年度によっては保管資料の一斉廃棄等で
増加してしまう。

一般廃棄物 熊本営業所 kg 149 184 35 77%

廃棄物の計量、ごみ分別によるリサイクルの
推進、裏紙としての再利用などの活動している
が、年度によっては保管資料の一斉廃棄等で
増加してしまう。

実績

年度合計

上水 本社 m3 262 291 29 89%

昨年度は、ほぼ横ばいであった。今年度は、
本社社員数が少し増えた影響と思われるが増
加の幅が大きくなった。引き続き、節水意識向
上を促すこととする。

上水 熊本営業所 m3 36 35 ▲ 1 103% 節水の意識が高まっていると判断している。

結果の評価

１．二酸化炭素排出量削減

２．廃棄物排出量削減

３．水使用量削減

環境目標 事業所 単位 目標値

環境目標 事業所 単位 目標値 差異

環境目標の達成状況

環境目標 事業所 単位 目標値 達成率差異 結果の評価

達成率 結果の評価

差異 達成率
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７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

令和4年度　令和4年4月～令和5年3月

実績

年度合計

①子育て応援宣言企
業

②飲酒運転撲滅宣言
活動

③福岡県エコ事業所

④おもてなし規格認
証登録

⑤みんなで防犯応援
隊

⑥福岡県介護応援宣
言企業

実績

年度合計

①主要事業に係る国
家資格等の資格取得
奨励

本社 件 5 15 10 300%

②関連業務に関する
講習の受講

本社 件 10 30 20 300%

※削減目標の達成率の計算式　　　 目標値－実績 ×100％

目標値

※増加目標の達成率の計算式 実績ー目標値 ×100％

目標値

目標値 達成率 結果の評価

環境目標 事業所 単位 目標値 差異

環境目標の達成状況

環境目標 事業所 単位 差異

子ども・女性安全安心ネットワークふくおか「コスモ
スネットワーク」の参加企業として、広報啓発活
動、連絡会議、研修会等を実施し防犯意識向上へ
の取り組む

４．地域貢献活動の推進・・・社会貢献活動事業者登録の推進

会社の基本理念にも掲げている、事業を通じ
た社会貢献活動としては、まずは地元　福岡
県が推進する社会貢献活動事業者への登録
を行うことにより、事業活動に反映している。ま
たSDGsに掲げる持続可能な目標と関連付け
たポスターを社内に掲示し、社会貢献の重要
性を啓蒙している

本社 通年

取組①：育児休業制度の周知及び取得促進　　取
組②：育児休業中の代替要員の確保　　取組③：
毎週水曜日を「ノー残業デー」とする

飲酒運転撲滅の社内周知徹底（社内報、給与明
細封筒へ「飲酒運転は絶対ダメ！」の印字など）

電気使用量の削減、自動車燃料の削減等、地球
温暖化対策への取組

お客様のニーズ・事前期待を見定め、応えるため
の積極的な情報コミュニケーションの取組・仕組み
づくりをはじめとするサービス業務マネジメント認
証項目への取り組み

介護と仕事の両立を支援するため、勤務時間や雇
用形態の変更、代務要員の確保など職場環境を
整える取組（2019年7月に登録済）

５．キャリアアップ制度の充実・・・労働環境の改善と技術・知識レベルの向上

達成率 結果の評価

+　1
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当社の業務は「すべて人が創り出すサービス」
で成り立っており、人材教育・育成が必須であ
り、キャリアアップ制度を充実させる必要があ
る。資格取得の奨励及び講習会へ積極的な参
加を促し、必要となる知識・技術の向上を図っ
ている

+　1

令和4年度の国家資格取得実績（抜粋）　空調給排水管理監督者：2名　派遣元責任者：3名　患者給食受託責任者：2名　統括管理者：1名　



７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

令和4年度　　令和4年4月～令和5年3月

〇 ×

電気使用量減少に伴い、CO2
削減効果があったが、ガソリン
使用量増加が影響し、結果とし
て目標達成出来なかった。

電気使用量の削減 エアコン設定温度の掲示し、随時、確認する ○

使用していないパソコン電源を切る（自動設定） ○

昼休み時間の消灯（実施状況の確認） ○

エレベーターをなるべく使わずに階段を使用する ○

照明器具、空調機フィルターの定期清掃 ○

電気使用量の削減 昼休み時間の消灯（実施状況の確認） ○

照明器具、空調機フィルターの定期清掃 ○

電気使用量の削減 エアコン設定温度の掲示し、随時、確認する ○

使用していないパソコン電源を切る（自動設定） ○

昼休み時間の消灯（実施状況の確認） ○

照明器具、空調機フィルターの定期清掃 ○

ガソリン使用量の削減 アイドリングストップの指導・教育 ○

急発進・急加速・急減速の禁止の指導・教育 ○

カーエアコンの適切な使用の指導・教育 ○

使用量・金額のデータ入力及び情報共有 ○

灯油使用量の削減 タイマー設定の適正確認 ○

定期点検の実施 ○

使用量・金額のデータ入力及び情報共有 ○

一般廃棄物 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 ○

排出量の計量 ○

個人識別カードでのコピー及び印刷のカウンター履歴管理 ○

コピー用紙裏紙の利用 ○

一般廃棄物 分別によるﾘｻｲｸﾙの推進 ○

排出量の計量 ○

コピー用紙裏紙の利用 ○

節水活動（上水） 節水呼びかけの表示および啓蒙活動

節水呼びかけの表示および啓蒙活動

本社 子育て応援宣言企業 ○

飲酒運転撲滅宣言企業 ○

福岡県エコ事業所 ○

おもてなし規格認証登録 ○

みんなで防犯応援隊 ○

福岡県介護応援宣言企業 ○

本社 主要事業に係る国家資格者等の資格取得奨励 ○

関連業務に関する講習の受講 ○

５．キァリアアップ制度の充実

労働環境の改善と技
術・知識レベルの向上

当社の業務は「すべて人が創り
出すサービス」で成り立ってお
り、人材教育・育成が必須であ
り、キャリアアップ制度を充実さ
せる必要がある。資格取得の
奨励及び講習会へ積極的な参
加を促し、必要となる知識・技
術の向上を図っている

幅広い分野での業務
が行えるよう人材育
成に努めることとす
る。

実績
評価

〇

〇

〇

〇

×

×

×

○

○

引き続き、節電につ
いて意識向上を図
る。

次年度の取組内容今年度の評価
取組
状況

気候の変動に左右されると思う
が、今年度は目標達成できた。

使用量の増加の要因として、社
用車が1台増加したことや、新
規管理物件の増加及びエリア
拡大（遠方地域の管理物件）に
伴い巡回距離数が増えたこと
が考えられる。

節電の意識が高まっていると判
断している。

節電の意識が高まっていると判
断している。

活動項目

熊本
営業所

本社

本社

本社

粕屋
営業所

社会貢献活動事業者
登録の推進

熊本
営業所

ガソリン使用量につ
いては引き続き、削
減活動を継続する。

節電の意識が高まっていると判
断している。

ガソリンについては、
人員の増減及び管
理物件の増減に左右
される。引き続き、削
減活動を継続する。

取組目標
該当事業

所

全社

本社

１．二酸化炭素排出量削減

２．廃棄物排出量削減

３．水使用量削減

熊本
営業所
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さらに活動項目を増
やし、社会貢献をア
ピールしたい。

引続き、削減活動を
継続する。

昨年度は、ほぼ横ばいであっ
た。今年度は、本社社員数が
少し増えた影響と思われるが
増加の幅が大きくなった。引き
続き、節水意識向上を促すこと
とする。

引続き、削減活動を
継続する。

引続き、削減活動を
継続する。

節水の意識が高まっていると判
断している。

廃棄物の計量、ごみ分別によ
るリサイクルの推進、裏紙とし
ての再利用などの活動している
が、年度によっては保管資料の
一斉廃棄等で増加してしまう。

廃棄物の計量、ごみ分別によ
るリサイクルの推進、裏紙とし
ての再利用などの活動している
が、年度によっては保管資料の
一斉廃棄等で増加してしまう。

×

４．地域貢献活動の推進

会社の基本理念にも掲げてい
る、事業を通じた社会貢献活動
としては、まずは地元　福岡県
が推進する社会貢献活動事業
者への登録を行うことにより、
事業活動に反映している。また
SDGsに掲げる持続可能な目標
と関連付けたポスターを社内に
掲示し、社会貢献の重要性を
啓蒙している

○

○ 〇



8.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境経営目標

環境経営計画

（4）環境経営目標に記載

（5）環境経営計画を継続して運用
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9．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

確認結果 評価

○ 問題なし

- -

- -

○ 問題なし

- -

- -

○
簡易点検実施中。
問題なし

下水道法

基準に適合

該当なし

発生なし

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

確認方法

許可を受けた処分業者に委託している

発生なし

使用済自動車の再資源化等に関する法
律
（自動車リサイクル法）

発生なし

法律名等

廃棄物処理法（一般廃棄物の処理）
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フロン類の使用の合理化及び管理の適
正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

本社の屋上の空調室外機

令和5年5月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。また、関係
機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

10．代表者による全体評価と見直しの結果
令和4年度については、電気使用量におけるCO2の削減目標を達成したが、ガソリン使用量は目標達成できな
かった。
ガソリンの使用量については人員増減や管理物件の増減、営業活動エリアの拡大等により、毎年変動してしま
う。
今後は車輛の入替時には、優先的にハイブリッド車、電気自動車導入を検討している。
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